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論 文 内 容 の 要 旨
天然に存在するアリールリグナンには生理活性を有するもあが数多 く見出されている｡ それらの有用化


































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,天然に存在する生理活性アリールリグナンに着目し,高い抗脂血作用を有する医薬開発を目
的として行ったアリールリグナン誘導体およびへテロ環類縁体の合成に関する研究をまとめたものであり,
主な結果は次の通りである｡
1.これまでに抗脂血作用が認められている2,3-ビス (メトキシカルポニル)-1-(3,4-ジメトキシフ
ェニル)-4-ヒドロキシ16,7-メチレンジオキシナフタレンを越える高い生理活性を有する化合物を目標
にして多くの類縁体を合成し,医薬としての利用が期待できる化合物として2,3-ビス (メトキシカルポ
ニル)ll-(3,4-ジメトキシフェニル)-4-ヒドロキシ 6ー,7,8-トリメトキシナフタレンを新規に合成して
いる. また構造活性相関から,卜(3,4-ジメチルフェニル)-2-メトキシカルポニル14-ヒドロキシナフ
タレンが生理活性化合物の基本構造として重要であることを明らかにしている｡更にト アリールリグナ
ンのヘテロ環類縁体の新規合成法を開拓している｡
2.1-アリール-2,3-ビス (メトキシカルポニル)141(3,4-トランス)-ヒドロキシ 3ー,4-ジヒドロナ
フタレンを合成し,(±)Jsopicopodophylinおよび (±)｣sopicopodophylotoxinへ立体選択的に誘導
している′｡
3.生理活性物質探索をビフェニル誘導体にも広げておこなうために,多官能性非対称ビフェニル化合
物の効率的な合成法を開拓している｡
4.アリールナフタレンリグナン,ヘテロ環類縁体,非対称ビフェニル誘導体のジエステルを合成して
抗脂血活性を評価し,3位の炭素が修飾されたものが高活性であること,構造活性相関から2-ピリジル
メチル誘導体が最も高い生理活性を示すことを明らかにしている｡
以上,要するに本論文は抗脂血作用を有するアリールリグナン誘導体およびそのヘテロ環類縁体の新規
合成法を示したものであり,得られた成果は学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文
は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また平成9年1月31日,論文内容とそれに関連
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した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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